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入
学
試
験
問
題 

 

「
小
論
文
」（
そ
の
一
） 

 

記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
小
学
生
の
全
国
大
会
廃
止 

に
向
け
た
動
き
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
賛
成
で
す
か
、
反
対
で
す
か
。 

あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い
。
（
※
問
題
作
成
の
た
め
一
部
改
変
） 

                                     

「
小
論
文
」（
そ
の
二
）
へ
続
く 

【
主
張
】
小
学
生
大
会
の
廃
止 
ま
ず
大
人
が
意
識
の
変
革
を 

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
勝
利
至
上
主
義
が
蔓
延

ま
ん
え
ん

す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
そ
の
要
因
を

取
り
除
き
、
子
供
た
ち
が
心
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
。 

気
に
な
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
小
学
生
の
全
国
大
会
廃
止
に
向
け
た
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る

こ
と
だ
。 

全
日
本
柔
道
連
盟
（
全
柔
連
）
は
５
、
６
年
生
が
対
象
の
全
国
小
学
生
学
年
別
大
会
の
廃
止
を

決
め
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
も
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
全
国
大
会
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
中
止
を

視
野
に
入
れ
た
議
論
を
進
め
る
と
い
う
。 

全
柔
連
は
「
小
学
生
が
勝
利
至
上
主
義
に
陥
る
こ
と
は
、
好
ま
し
く
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
説
明
は
お
か
し
い
。
勝
利
至
上
主
義
に
毒
さ
れ
て
い
る
の
は
大
人
の
方
で
あ
る
。 

大
会
で
勝
た
せ
る
た
め
に
無
理
な
減
量
や
危
険
な
技
を
子
供
に
強
い
る
指
導
者
も
い
れ
ば
、
審

判
や
わ
が
子
の
対
戦
相
手
に
罵
声
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
常
軌
を
逸
し
た
保
護
者
も
い
る
。 

本
来
は
大
人
の
意
識
改
革
を
急
ぐ
べ
き
で
、
全
国
大
会
の
廃
止
で
は
問
題
の
解
決
に
な
ら
な

い
。
む
し
ろ
、
多
様
な
環
境
の
中
で
育
っ
た
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
交
流
す
る
、
貴
重
な
人
生
経
験
ま

で
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。 

心
身
が
成
長
段
階
に
あ
る
小
学
生
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
昨

日
よ
り
速
く
走
る
、
遠
く
へ
跳
ぶ
と
い
う
向
上
心
は
生
き
る
意
欲
に
つ
な
が
る
。
仲
間
や
好
敵
手

と
の
切
磋
琢
磨

せ

っ

さ

た

く

ま

を
通
じ
、
尊
敬
や
思
い
や
り
な
ど
の
社
会
性
も
養
わ
れ
る
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
効
用
を
歪ゆ

が

め
て
い
る
の
は
、
目
的
を
は
き
違
え
「
勝
た
せ
る
」
こ
と
に
執
着
す
る

指
導
者
、
保
護
者
の
存
在
だ
。
「
人
間
形
成
」
を
う
た
う
柔
道
界
が
、
そ
の
よ
う
な
大
人
の
再
教
育

を
掲
げ
る
な
ら
と
も
か
く
、
子
供
た
ち
の
競
技
環
境
を
奪
う
の
は
本
末
転
倒
だ
ろ
う
。
短
絡
的
な

発
想
は
ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
の
評
価
を
下
げ
る
だ
け
だ
。 

受 験 番 号 
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「
小
論
文
」（
そ
の
二
） 

               

注 

意 

（
１
）
字
数
は
所
定
の
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
。
時
間
は
60

分
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
こ
の
紙
の
余
白
は
メ
モ
用
紙
と
し
て
自
由
に
使
用
し
て
よ
い
が
、
終
わ
っ
た
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
の
上
に
原
稿
用
紙
（
小
論
文
）
と
一
緒
に
置
い
て
、
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
。 

勝
つ
た
め
の
試
行
錯
誤
が
否
定
さ
れ
て
も
い
け
な
い
。
勝
利
至
上
主
義
を
戒
め
る
な
ら
、
大
会

の
あ
り
方
に
知
恵
を
絞
る
べ
き
だ
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
加
え
、
リ
ー
グ
戦
や
交
流
を
目
的
と

し
た
大
会
な
ど
、
多
様
な
選
択
肢
が
あ
っ
て
い
い
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本
女
子
代
表
の
益
子
直

美
さ
ん
が
主
催
す
る
「
監
督
が
怒
っ
て
は
い
け
な
い
大
会
」
と
い
っ
た
好
例
も
あ
る
。 

「
勝
つ
」
「
楽
し
む
」
な
ど
、
子
供
が
ス
ポ
ー
ツ
と
ど
う
関
わ
る
の
か
を
自
分
で
考
え
さ
せ
、
選

ば
せ
る
。
そ
れ
を
手
助
け
す
る
の
が
、
本
当
の
意
味
で
優
れ
た
指
導
者
だ
ろ
う
。
大
人
が
子
供
か

ら
主
役
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

産
経
新
聞
・
主
張
（
２
０
２
２
年
４
月
30

日
付
）
よ
り 


